








緒言 

静岡県では昭和 56年 8 月に静岡県衛生部,県小児科医会,県日母,日産婦の 3者により静岡

県乳児 VK 欠乏症対策委員会が結成され,Hepap-lastin test(HPT)によるスクリーニングを

行って来た。生后 1週間目と 1ヵ月健診時に行い,異常低値者には委員会で決定した処置基

準に従い VK 剤を投与した。HPT は直接毛細管法が可能な病院などでは直接法を,実施不可

能な診療所などでは簡易毛細管採血法にて採血しそれを臨床検査所が集めて検査した。調

査票を作成し,氏名,検査日,哺乳条件,納豆摂取の有無,生後日数及び HPT 値などが記載さ

れ,浜松医大産婦人科に送付されてコンピュータに入力された。これを解析するとともに

HPT 異常低値例及び頭蓋内出血症例の登録と解析を行って来た。 

本報告は VK 投与の効果を解析したものである。 


